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ル(DEHP)の溶出量が増えた。この原因として、薬剤に含まれる溶剤の影響により PVC から DEHP が溶出しやすく
なることが判明した。次に、食品汚染分析として食品試料に応用したところ、紙製容器中の食品からはアビエチン酸
























MIP キャピラリーカラムをインチューブ SPME 法に応用して分子認識能を評価した。そ
の結果、本研究で構築した分析システムは、様々な環境中に存在する上記の多様な化
学物質に対して、優れた分析性能を発揮することが確認された。本システムは今後の
環境汚染物質分析に広範に応用され、環境汚染の実態が明らかとなり、それに対する
有効な対策実施に結びつくと期待される。以上の知見を纏めた、本論文は「博士（薬
学）」に十分値するものと判定される。 
